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衣食住のはじまり

時

　代

　区

　分

古墳時代

飛鳥・奈良・平安時代

鎌倉・室町時代

戦国・安土桃山時代

江戸時代

明治・大正・昭和（戦前）時代

昭和（戦後）・平成時代

旧石器・縄文・弥生時代旧石器・縄文・弥生時代

衣食住のはじまり

最初の住人
今から約１万2,000年前までを 旧

きゅう

石
せっ

器
き

時代といいます。和歌山県

で一番古い遺
い

跡
せき

は，約３万年前のもので，人々が使ったナイフ形石

器が見つかっています。このころは，まだ土器はつくられていませ

ん。この石器は，槍
やり

の先などとして使われたもので，割
わ

るとするど

い縁
ふち

ができるサヌカイト（讃
さぬ

岐
き

石）のような硬
かた

い石でつくられてい

ました。この時代の終わりごろには，ナイフ形石器にかわって細
さい

石

器がつくられるようになりました。細石器は，小さなもので，木や骨など

を軸
じく

としていくつも並べてはめ込み，槍やナイフとして使っていました。

約７万年前にはじまった最後の氷
ひょう

河
が

期
き

は，約２万年前から約１万8,000

年前ごろが一番寒かったといわれ，和歌山県でも気候が北海道南部から青

森県あたりのような気候だったと考えられています。人々は，槍，落とし

穴，わななどを使って，ナウマンゾウ・オオツノジカ・ニホンジカ・サル・

オオカミ・キツネ・タヌキ・ウサギなどをとって食べていました。そのこ

ろは，陸であったと考えられる和歌山市加
か

太
だ

沖の海底からナウマンゾウの

骨や歯が見つかっています。

土器がつくられた
初めて土器がつくられた約１万2,000年前から約2,400年前までを 縄

じょう

文
もん

時代といいます。この時代の初め

ごろに使われた有
ゆう

舌
ぜつ

尖
せん

頭
とう

器
き

とよばれる石器が県内の各地から発見されています。縄文人は，日当たりがよ

く，飲
の

み水が近くにある丘
おか

の上や大きな川の岸に数家族でむらをつくって住んでいました。住まいは竪
たて

穴

住居で，東日本ではたくさん発見されるのですが，西日本ではあまり見つかっていません。地面を掘
ほり

り凹
くぼ

めない平
＊2
地住居が多かったのかも知れません。このほか，掘

ほっ

立
たて

柱
ばしら

建物や大
＊3
形たて穴住居もありました。和

歌山県では，みなべ町徳
とく

蔵
ぞう

地区遺跡から17軒
けん

の竪穴住居跡が，かつらぎ町中
なか

飯
い

降
ぶり

遺跡から西日本では珍
めずら

し

い大形竪穴住居跡（普通のものの約５倍の広さ）が発見されています。

この時代は，大人になるまでに死ぬ子どもが多く，平
へい

均
きん

寿
じゅ

命
みょう

は20歳以下でした。墓
はか

から見つかった骨を

くわしく調べると，きびしい生活のためか骨
こっ

折
せつ

や関
かん

節
せつ

炎
えん

が多く，虫歯にもなやまされていたこともわかり

ました。しかし，他
た

人
にん

の介
かい

護
ご

がなければ生きていけないような重い障
しょう

害
がい

をもった人を葬
ほうむ

った墓も見つかっ

ており，体の弱い人も長生きできるよう，みんなで助け合っていたこともわかりました。この時代の後半

には，男の子も女の子も12〜 13歳になると，大人になったしるしに上の顎
あご

の犬
けん

歯
し

（糸切り歯）を両方と

＊１　投げ槍の矢などに使われたと考えられる。
＊２　地面を掘り凹めないで柱を立てたテントのような建物。
＊３　ムラの集会所だったとする考えもある。

＊1

第 1 章　紀州のあけぼのと古代人

ナイフ形石器
（紀の川市貴志川町平池遺跡　個人蔵）

縄文土器　深鉢
（串本町大水崎遺跡　串本町教育委員会蔵）
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も抜
ぬ

きました。また，結
けっ

婚
こん

や家族が死

んだときも歯を抜いたようです。人が

死ぬと地面に穴を掘って埋めました。

和歌山市鳴
なる

神
かみ

貝塚からは男女の骨８体

が見つかっています。

着物は，からむし
＊1
（苧
ちょ

麻
ま

）やくずの

茎
くき

などの繊
せん

維
い

を編
あ

んだもので，現在の

ような布
ぬの

はありませんでした。寒い時

期には動物の毛皮なども使われていた

と考えられます。

縄文人の一番大切な食べ物は，一度

にたくさんとれて長い間保
ほ

存
ぞん

できるク

リやクルミ，ドングリ類（トチ，クヌ

ギ，カシなど）で，川の近くにいくつ

もの穴を掘
ほ

り，秋に集めたドングリを

保存していました。ドングリは，灰
あ く

汁

を抜き，粉
こな

にして肉や卵をまぜ，ハン

バーグのようにして石のフライパンの

上で焼いて食べました。

むらの跡からは，浅
あさ

鉢
ばち

・深
ふか

鉢
ばち

・皿
さら

・

注
ちゅう

口
こう

などの縄文土器，かずらであんだ籠
かご

，漆
うるし

塗
ぬり

りのボウル，狩
か

りに使う丸
まる

木
き

弓
ゆみ

，

矢のさきにつける石
せき

鏃
ぞく

，木を切ったり削
けず

ったりする石
せき

斧
ふ

，穴をあける石
せき

錐
すい

，ド

ングリを粉にする石皿と磨
みがき

石
いし

，魚をとる網のおもりである石
せき

錘
すい

などの石器，ひ

すいの玉・イヤリング・漆塗りの櫛
くし

などの装
そう

身
しん

具
ぐ

，祭りで使う琴
こと

・石
せき

棒
ぼう

・土
ど

偶
ぐう

などが見つかっています。

貝塚はタイムカプセル
貝
かい

塚
づか

は，縄文人がいろんなごみを捨
す

てたところで，食べた貝の殻
から

，魚や動物

の骨，骨や石でつくった道具，こわれた土器などがたくさん見つかり，まるで

タイムカプセルです。貝殻
がら

がたくさんあるため，ふつうでは腐
くさ

ってしまう骨な

どがよく残り，縄文人の生活のようすがよくわかります。県内には，和歌山市

禰
ね

宜
ぎ

貝塚・吉
き

礼
れ

貝塚・鳴神貝塚・岡
おか

崎
ざき

遺跡・秋
あき

葉
ば

山
さん

貝塚，有田市地
じ

ノ島
しま

遺跡，

田辺市高
こう

山
ざん

寺
じ

貝塚，白浜町瀬
せ

戸
と

遺跡などの貝塚があります。高山寺貝塚からは，

ネズミ・クマ・タヌキ・イノシシ・シカ・イルカ・ヘビ・カエル・鳥などの骨，

タイ・ヒラメ・スズキ・ブリ・ボラ・サメなどの骨，サザエ・アカニシ・ハイ

ガイ・サルボウ・カキ・ハマグリ・シジミなどの殻
から

が見つかっており，いろい

ろな動物や貝などをとって食べていたことがわかります。

＊１　麻の一種で茎の皮をはぎ，繊維をつくった。
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17橋本市市脇遺跡
かつらぎ町船岡山遺跡
和歌山市川辺遺跡
和歌山市禰宜貝塚
和歌山市鳴神貝塚
海南市溝ノ口遺跡
紀美野町東野遺跡
有田市地ノ島遺跡
広川町鷹島遺跡
日高川町和佐遺跡
田辺市高山寺貝塚
白浜町瀬戸遺跡
串本町大水崎遺跡
新宮市速玉神社遺跡
北山村下尾井遺跡
かつらぎ町中飯降遺跡
みなべ町徳蔵地区遺跡

縄文時代の遺跡

紀ノ川

有田川

日高川

富田川

日置川

古座川

熊野川

大　阪　府

奈　良　県

三 重 県

おもな旧石器・縄文時代遺跡分布図

旧石器時代の遺跡
和歌山市山東大池遺跡
紀の川市平池遺跡
有田川町藤並地区遺跡
有田川町土生池遺跡
日高川町松瀬遺跡
御坊市壁川崎遺跡

高山寺貝塚の断面
（田辺市教育委員会蔵）


